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　　　　　　　　名称測定項目 噴気孔A 噴気孔B 噴気孔C 備　　考 他の測定例
1”
測定年月巳 55．8．20L・T5．9．19 55．9．19 『



































SO2　　　　（mg／㎡）　・、＜5×10－3 一 二 0～29．8％　　a）
3．6～19．3％　9）






























　　　　　しｬ 　 気　　　B 8．7 〈1．0 ＜0．02 201 8．9 7．5 一
〃　　　－　C 12．1 1．6 〈0．02 203 10．1 8．3 一
グ　ワ　テ　マ　ラ 18～44 一 一 4．8～27．22．7～12．2 一 2），12）
松　　　　　　川 49～61 6～17＊ 0．41～1．7814．7～19．80．5～3．8 3．4～6．9＊ζ）・lll
鬼　　　　　　首 153～411 0．02～1．161．5～2。0 α3～1．1 一 一2），12）
霧　　　　　　島 10～148 一 0．00～0．216．9～24．00．3～4．7 2），12）
別　　　　　　府 一 0．00～0．431．0～5．7 0．4～5．44 3～8．8 2），12）
雲　　　　　　仙 13～68 一 一 一 1．64～3．82 一 2），12）
阿　　　　　　蘇 　fX～57 一 0．09－0．432．6～15．70．12～2．33 一 2），12）
箱　　　　　　根 一 一 一 一 一 5．2～6．1 13）
表一4　昇華物分析結果
項　　　目 　　　　　　　　　　　　　　　　o求@ 　　 果
鉱 物　　組　　成 S，α一クリストバライト，石膏
ヒ 素 ＜1μ9／9
バ ナ　ジ　ウ　ム ＜1μ9／9 1　　　隔
水 37μ9／9（n・2）
4．2凝　縮　水 また，鹿児島湾の噴気海底土にはヒ素，アンチモン，水　　　　　　F　　　　　　　　’














































測定地点 a b C d e f 他　測　定例測定項目
39
23～56，34～14　　　　9），d）
Hg（ng／㎡） 120 37 380 160 150 410 7ん32，12～66　　　　　　　　　　a）
1，300～40，700　　　　　　　　b）
　　　　　「V00ん200，000 c）






































No．1 0，058 No．7 0，046　　　　　｝ No．13 0，047
2 0．15 8 0，047 14 0，078
3 0，096 9 0，045 15 0，042　　　　　　　　●
4 0．11 10 0，055 16 0，047
5 0．16 11 0．13
6 0．77 12 0，047
4）噴気地帯における大気中水銀は4地点の平均で
5．　ま　　と　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280ng／㎡であった．
1）妙高山南地獄谷の噴気ガスは比較的低温であり，二　　5）噴気ガス中の水銀による植物への影響はおよそ400
酸化炭素濃度が高く，塩化水素，亜硫酸ガスが低値で　　　～500mの範囲内と考えられた．
あることから，火山活動的には末期の噴気に属すると
6．謝　　　　　辞考えられた．
2）噴気ガスには水銀が乾きガス当り平均1．2mg／㎡検　　　本調査は関川水系河川環境水銀実態調査の一環として
出された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　行われ，サンプリングには県公害規制課堀井一雄氏，中
3）硫黄を主成分とする昇華物中には水銀が37μg／g検　　野雅夫氏，上越保健所笹木信次氏，北嶋永一氏，長岡保
出された．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健所酒井洋氏に御協力をいただいた．また，噴気の試料
68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟公害研報告　　　　　　　　　　　　　　　　No．6　1981
採取法について新潟大積雪地域災害センター青木滋助教　　17）平林順一，小坂丈予，小沢竹二郎，1977年度日本地
授に，植物の試料採取に関して同大理学部生物学科本間　　　　球化学会年会講演要旨集，p．136（1977）．
義治助教授に御教示いただいた．ともにここに記して深　　18）全国公害研協議会「環境における大気汚染物質の分
謝の意を表する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　布量に関する研究（火山周辺調査）」，p．272（1975）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
@（本調査結果は，他の調査結果とともに「関川水系河　　ユ9）三浦豊彦ほか「新労働衛生ハンドブック」，p．782
川環境水銀実態調査」検討資料（昭和56年3月，新潟県）　　　（1977），三省堂．
に収録されている．）　　　　　　　　　　　　　　　　20）S．M．　Siegel，　B．　Z．　Siege1，ぬ’螂4233，471（1971）．
21）B．Z．　Siege1，　S．　M．　Siege1，　F．　Thrarinsson，ハ砒πブ4．
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